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ウイルス性疾患
外来における抗ウイルス薬の使い方
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非常に校滑な微生物である．ウイルスが有する核

酸の種類によって，ウイルスはＤＮＡウイルスと

ＲＮＡウイルスに大別され，それぞれの核酸が一

本鎖か二本鎖かなどによってさらに細分類され

る．ウイルスは核酸とそれを覆い保護しているカ

プシドから形成され，それらの遺伝子が宿主の細

胞内の機能を借りて自己複製に必要な蛋白を合成

し，増殖したウイルスは細胞の崩壊により放出さ

れる')．

ウイルスの感染様式には初感染，潜伏感染，持

続感染の３型がある．初感染は宿主内に存在して

いないウイルスが侵入した結果発症する感染で，

症状の発症部位によって局所感染と全身感染に分

けられる．局所感染とは上気道から侵入したウイ

ルスが上皮細胞に侵入し増殖した結果，急性感染

症状が出現する様式である症状は鼻炎,咽頭炎，

喉頭炎など風邪様症状が主であり，インフルエン

ザウイルス，アデノウイルスによる感染が該当す
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ヒトに感染するウイルスは多種多様であるが，

多くは飛沫感染によって経口・経鼻的に感染する

ため，耳鼻咽喉科領域に発症するウイルス疾患は

数多い．かつては，ウイルス性疾患に対する治療

は対症療法がほとんどであったが，現在ではへル

ペスウイルスやインフルエンザウイルスに対する

抗ウイルス薬が開発され，その有効性が認められ

ている．本稿では，ウイルス感染全般について概

説した後，耳鼻咽喉科で扱うウイルス性疾患の中

でもウイルス性急性上気道炎に的を絞り，疾患の

特徴と外来診療における抗ウイルス薬を中心とし

た治療法について概説する．
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|遡謹鋤｜生体においてウイルスが侵入する部位は鼻腔口腔咽頭などの上気道粘膜が主で

あり，急性上気道炎として発症するため，耳鼻咽喉科医が外来にて治療する機会は多い．ウイル

ス性急性上気道炎は，解熱鎮痛薬などの内服による対症療法が中心となっており，それで大部分

は治癒する．しかし，中には顔面神経麻偉などの脳神経障害や，髄膜炎や肺炎など予後不良な合

併症を併発する症例も存在する。したがって，抗ウイルス薬による積極的な治療や，ワクチンに

よる予防的治療が重要である．現在,へルベスウイルスに対するアシクロビルやバラシクロビル，

インフルエンザウイルスに対するザナミビル，オセルタミビルなどが抗ウイルス薬として臨床応

用され，その有効性が報告されている．他のウイルスに関しても抗ウイルス薬の開発，臨床応用

が望まれる．
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ウイルスの感染様式と臓器親和性

ウイルスは細胞を構成単位としないが，遺伝子

情報を持ち，他の生物の細胞を利用して増殖する
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